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助手密集士 副 島 謙
Statische Betrachtungen zur operativen Behandlung 
des Magen~ und ・ Duodenalgeschwures. 
Von 
Dr. Yuzuru Soejima, AsSistenten der Klinik 
〔Ausd. JI. Kais. Chlr. Universitatskli.nik Kyoto 
(Din!klor: Prof. D干Y.Aoyagi）〕
Aus d,en an unserer Klinik in <lem Zeitrau'm der letzten 9 Jahre erzielten Operationserg-eb-
nissen bei 192 Fallen von Magen-und Duodenalgeschwiir, irisbeson<lere aus 108 Spatresultaten, 





















































糊部佼｜手術 h 式 l穿孔 ｜狭窄［癒滑｜枇血｜裳弱｜按禽｜支ノ恋
一一
際汎性胃切除：－ 3 26 2・ 3 4 a‘l・.l 11 
I廃置（I~宵切l徐 3 
宵 胃腸．吻合 7 13 -4 3 
~ 腸 痩 8 1 1 



















































































































騨快又ノ、不健 I21c3s.9＇可~· 11(37.9%)1 32（国.6幼
再登ヨレ、帯感l11(20.4%~ 《13.8%)j15(18.1%) 















原大原h三；.：1 ::I ~ I ; I ：：~ I I;I : 「一十（」~j一一l~I~ 



















軍E4 号事4き19 害事函貧科外本日G98 
竺豆竺L竺L竺Jザ一勾円｜戸号二~~j二旬苧L今百！~＿ I古J分？巾雨1吟例
·--r~一ι←（白布一一
｜…｜二？？：｜十ム錫I·~ I : I :: 1 : I ；~~＝ If, I ~ J ：~h 
｜胃及ピ十二指腸｜ 42 ト35 J s3.3;;'0 I ~w~ 1: 
｜開ピ十二指腸｜ 10 「了一戸~I 1 l o
｜胃及叶ニ指腸｜ 必 ｜ 必 19似 ｜ ｜一













































































等デアラウトユ~ヘラレ，此等以外ニハ五常ナ理Tll トナリ得可キモノヲ県ゲi'Jナ イ ノデアル。
第 1節翻血的療涜J直接成績（手術死亡率）










































































































































現f~略： 20銭ノ頃カラ過食，飲澗ノ：後等＝心街； ＝膨i蔚感Ji.－.；：鈍痛，ヲ来スヨトカ・アツタヵ・， 内科的治療ヂ治・
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報告者 ｜頒皮 報告者 l頒度
菱 岡 12.2% 商 30.0% 
11.0J.; 城 島 19.0% 
5-6% 附 同 17-20% 
6.6% 1J、 fl] 7% 
4.5% 百五 〆梨 44.5% 
3.8% 友 同 1.9% 
5.05'0 藤 岡 6.1% 

















































10~~'0 21、，30 3＼～・・10 H・・50 51-60 60ー
アリ．叉退院後JE~ニ服スルエ歪fレ ー
最年少者…・・16才 男子・・…・ 186名







' '" > 句作． 
ノレ。
勿論我教主ノri=:例ハ殆ンド綿テガ内科的治療ノ放果ガ無ク，ソノ1.t.：：.外務＝来グモノノミγ
ア／レ。放＝之ノ他ニ単ナル内科的治療エヨツテ短期間J.：：.完全治癒ヲナシ得タ者モ多々 アルニハ
削烏・胃及ピ十二指腸潰錫＝重苦スル’外科的治療ノ；g肱（；If＂＇－就テ 705 
相違ナイノデハアルガ，部I）畠ノJ様ニ現今ノ内科的治療ノ治癒成蹴ヨリスレパ，例へ一時的＝治
癒シテモ共ノ中2/3ハ再護或ハ病症ノ増語文ルモノデアルコトヨリ考フレパ，綿括的削結ヨリシ
テ患者自身又ハ一家，更＝岡家経桝カ ラミテ翻血的治療矛合理的デアルコトヲ認メザスレヲ得ナ
河ノデアル。而モ視血的根治手術エヨツテj格来再登ニ針スノ懸念モ持、タズエ安心シテ生誕ニ就
カシメルコトヌf出来fレ／デアル。
第 S章穂 錆
関及ピ十二指腸潰蕩ハ痢調内・外科境域疾患デアルカラ，内科的療法ニヨツテ治癒シ得ルモ
ノモアルノデアリ，共ノ治療ニ首ツテハ個々ノ揚合ニ就テ外科的，或ハ内科的治療ノ趨臨ヲ決
定ス可キデアラウ。併シ繭i漣ノ様＝砂クドモ綿括的観賠カラスしパ，車＝純密接的立場ノミデ
ナク園家枇合的見地カラシテモ，内科的治療ヨリモ外科的治療ガ逓カニ合理的デアルコトヲ明
白＝ナシ得タノデアル。斯ク綿括的立場カラ翻テ観血的療法ガ優レテ居ルト言フ事寅へ直チ
＝胃及ピ十二指腸潰蕩ノ治療＝常ツテ先ヅ翻血的治療法ニ貫結ヲ置ク可キデアルト言フコトヲ
，重量弘之三ル。
而シテ以上ノ：事寅へ、一般＝胃及ピ十二指腸潰蕩ノ治療ナ首ツテハ先ヅ内科的治療ヲ主トシ，
之ガ不能或ハ困難ナ揚合＝ノミ止ムヲ得ズ外科的治療＝移ルぺシトナシタ従来ノ考へ方トハ共
ノ根本＝於テ金ク逆ノ：広場ニアノレ重助デアリ．現今晶垂炎＝於テ先ヅ翻血的療法＝烹思~ヲ世キ
撚ル後＝個々ノ例＝就テ或ハソ lf隊件＝ヨツテ内科的治療メ趨腹ヲ決定シテ居ノレ、工場1、会グ同
ノーモノデアル。
勿論観血的療法中デァ最モ合理的ナ康汎性胃切除術モ所謂 Therapi乱 <lissecansデアリ，The-
rapia (;ausalisデハ無イノデアルカラ．友岡氏ノ言フ様＝本症ノ埋想的療法デハナク．更＝進ム
デM謂 Therapiacausalisノ稜見＝ヨツテ潰蕩自身ノ完全治癒，更＝又橡防ヘト進歩サレネパナ
ラヌノデハアルガ，之ハ理想デアツテ齢、クトモ現代ノ醤製＝於テハ，今後ノ事術的進歩研究ノ
鴎メ＝患者ヲ取扱フ揚合ハ之ノ限リデハ無イガ，車、ェ患者ニ針スル治療ヲ目的トスル限リ＝於
テへ我々ハ既述ノ統計的及ピ足P.論的根操カラシテ，締結的三月及ピ十二指腸泊蕩ノ治療ニ，首
ノツテハ先ヅ翻血的療法ヲ原則l トナシ，然ル後＝内科的療法ノ埴膝足乃ヨミハ外科的療法ノi；~忌症
＝就テ論ズ可キヂアルト主張スルモノデアルー。
